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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,285世帯（－1）
2,881（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年8月１日現在）

男：１，376（－1）
女：１，505（－3）

世帯
人口

2022年
9 月号

税金・保険料

・町税等の納付は便利な口座振替で！
・新型コロナウイルス感染症の影響等に

より収入が減少し、町税等の納付が困
難な方は、支払いの猶予や減免などに
ついてご相談をお受けします。 

お問い合わせ
税務課　☎82-2234　IP☎９-82-2234

　大学を卒業して約10年、
若桜の自然が大好きで、結
婚しても若桜に定住するこ
とに決めてマイホームを購
入しました。暑い日でも涼し
さを感じて、空気も澄んで
いてとても心が落ち着きま
す。　

（津崎　聖基さん）

みんなのフォトリレー
 第18回
みんなのフォトリレー
 第18回

氷ノ山を流れる小川氷ノ山を流れる小川

山の日サウナイベント山の日サウナイベント
in WAKASA-HYOUNOSENin WAKASA-HYOUNOSEN

主な内容
02	  	�若桜町住宅支援補助金の創設につ

いて
03	  	�結婚後の新生活・婚活の取組みを

支援します
04	  	�安心見守り事前登録事業を開始し

ました
05	  	�第 47 回部落解放若桜町研究集会を

開催しました
06	  	�家屋を新築（増改築）・取り壊しさ

れた方は税務課へご連絡ください



若
桜
町
に
住
み
た
い
方
を
応
援
し
ま
す
！

若
桜
町
住
宅
支
援
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１

①
事業区分

②
補助対象事業

③
補助対象経費

④
補助金額

⑤
補助限度額

住宅新築事業 申請者本人
の居住を目
的とする住
宅の建築工
事

①�土地及び住宅の購入費用

②�住宅の建築工事費用又は
改修に係る給排水、電気
等設備、内外装工事費用
（母屋の改修工事に伴っ
て実施する場合に限り、
土蔵、倉庫、車庫等附帯
建築物の改修工事を含
む。）

③設計等費用

④�家財道具等の撤去処分費
用

⑤外構工事費用

※�①に掲げる費用は、土地・
住宅を購入する相手が３
親等以内の親族の場合は
対象外です。

※�②に掲げる費用は、テレ
ビ、冷蔵庫、ルームエア
コン、洗濯機等の家電、
造り付けではない家具及
び棚等に要する費用並び
に補助事業者が自ら施工
する場合の材料の購入費
用は対象外です。

※�③～⑤に掲げる費用は、
①及び②に掲げる費用に
附帯するものに限りま
す。

※�店舗併設住宅の場合は居
住に要する部分のみ対象
です。

150万円に以下の要
件に応じた額を加算
した額。

【加算要件（額）】

①�結婚して５年以内
　（100万円）

②�49歳以下（50万円）

③�高校生以下の子ど
も１人当たり
　（50万円）

④�とっとり住まいる
支援事業補助金の
交付を受ける場合
（50万円）（※）

300万円（町外
の施行業者に
発注する場合
150万円）又は
補助対象経費
に２分の１を
乗じて得た額
のいずれか低
い方の額。

中古住宅取得・
改修事業

申請者本人
の居住を目
的とする中
古住宅の取
得又は取得
に伴う改修
工事

75万円に以下の要
件に応じた額を加算
した額。

【加算要件（額）】

①�結婚して５年以内
（50万円）

②�49歳以下（25万円）

③�高校生以下の子ど
も１人当たり
　（25万円）

④�とっとり住まいる
支援事業補助金の
交付を受ける場合
（25万円）（※）

150万円（町外
の施行業者に
発注する場合
75万円）又は
補助対象経費
に２分の１を
乗じて得た額
のいずれか低
い方の額。Uターン等改

修事業
Uターン等
をした者又
はその同居
する親族等
が行う居住
を目的とす
る住宅の改
修工事

※とっとり住まいる支援事業補助金…�県内事業者による県産材を活用した住宅の建設
及び改修工事に係る県の補助事業。

　若桜町に住み続けるための住宅の新築及び取得、並びに居住環境の整備を支援するこ
とにより、移住及び定住人口の維持促進を図ります。
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婚
姻
に
伴
う
新
生
活
に
係
る
住
宅
費
等
の
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
な
不
安
を
軽
減
し
、
少

子
化
対
策
の
強
化
及
び
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

結
婚
を
望
む
方
へ
の
多
様
な
出
会
い
の
機
会
の
創

出
が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
必
要
な
経
費

を
助
成
し
ま
す
。

　

婚
活
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
結
婚

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
結
婚
相
談
所
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
婚
活
サ
イ
ト
等
の
登
録
料
や
月
々

の
利
用
料
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
金
の
概
要

　
対
象
世
帯
　

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
夫
婦

　
要
　
件
　

①�

申
請
し
た
日
時
点
に
お
け
る
所
得
証
明
書
を
も
と

に
、
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
金
額
が
５
０
０
万

円
未
満
で
あ
る
こ
と

②�

夫
婦
共
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
49
歳
以
下
で

あ
る
こ
と

③�

対
象
と
な
る
住
居
が
若
桜
町
内
に
あ
る
こ
と

　

な
ど

　
対
象
経
費
　

①
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
費
用

②
婚
姻
に
伴
う
住
宅
の
改
修
費
用

③
新
規
の
住
宅
賃
借
費
用

④
婚
姻
に
伴
う
引
越
費
用

　
補
助
金
額
　

　

補
助
対
象
経
費
の
10
／
10

　
（
上
限
30
万
円
）

補
助
金
の
概
要

　
対
象
事
業
者
　

　

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
団
体
又
は
個
人

　
対
象
事
業
　

　

結
婚
を
望
む
者
に
対
し
出
会
い
の
機
会
の
創
出
が

期
待
さ
れ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
等

　
要
　
件
　

①�
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
を
対
象
と
す
る
交
流
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と

②�
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
は
６
人
以
上
と
し
、
そ
の

１
／
２
以
上
が
町
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

③�

イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
は
男
女
同
数
を
目
標
に
募

集
す
る
こ
と

　

な
ど

　
対
象
経
費
　

①�

報
償
費
（
司
会
料
、
講
習
会
等
の
講
師
に
対
す
る

謝
礼
等
）

②�

旅
費
（
司
会
者
、
講
師
等
に
係
る
旅
費
等
）

③�

消
耗
品
費
（
文
具
類
等
）

　

な
ど

　
補
助
金
額
　

　

補
助
対
象
経
費
の
10
／
10
（
上
限
20
万
円
）

　

ま
た
、
主
催
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
婚
姻
に

至
っ
た
場
合
に
は
、
対
象
事
業
者
に
対
し
て
１
組
に

つ
き
３
万
円
の
成
婚
報
奨
金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
金
の
概
要

　
対
象
者
　

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①�

申
請
時
に
お
い
て
若
桜
町
内
に
住
民
登
録
を
し
、

満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②�

申
請
時
に
お
い
て
未
婚
で
あ
る
こ
と
。（
事
実
婚
の

状
況
に
あ
る
者
は
除
く
）

③�

町
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
現
況
調
査
に
協

力
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

④
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
対
象
経
費
　

①�

結
婚
相
談
所
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
婚
活
サ
イ

ト
等
の
登
録
料
及
び
利
用
料

②
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
用

　
補
助
金
額
　

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
（
上
限
１
万
円
）

若
桜
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト
促
進
補

助
金
を
創
設
し
ま
し
た

若
桜
町
婚
活
支
援
補
助
金

若
桜
町
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た

結
婚
後
の
新
生
活
・
婚
活
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
！
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１
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認
知
症
や
障
が
い
、
病
気
等
に
よ
り
認
知
機
能
が
低

下
す
る
と
、
外
出
し
た
ま
ま
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
な
ど
の

危
険
を
伴
う
場
合
も
あ
り
、
ご
本
人
も
含
め
ご
家
族
に

と
っ
て
は
と
て
も
心
配
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
警
察
が
保
護
し
た
人
の
身
元
が
分
か
ら
ず
、

帰
宅
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
で
は
令
和
４
年
度
よ
り

「
安
心
見
守
り
事
前
登
録
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

　

認
知
症
等
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
方

の
名
前
や
特
徴
、
写
真
な
ど
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
万
が
一
行
方
不
明
に
な
っ
た
時

に
、
警
察
等
と
協
力
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
や
保

護
、
身
元
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
役
場
、
警
察
、
消
防
、
ご
本

人
の
関
係
支
援
機
関
で
共
有
し
、
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
時
の
捜
索
や
日
頃
の
見
守
り
な
ど
に
活
用
し
、

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

　

本
町
在
住
の
認
知
症
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
、
障
が

い
や
病
気
な
ど
で
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
等
、

行
方
不
明
に
な
る
心
配
が
あ
る
方

登
録
す
る
情
報

・
よ
く
行
く
場
所　

・
仲
の
良
い
人

・
見
た
目
の
特
徴　

・
顔
写
真　
　
　
　

な
ど

登
録
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書　

・�

登
録
さ
れ
る
方
の
写
真
（
最
近
撮
影
し
た
も
の
、デ
ー

タ
で
も
可
）

　

※�

顔
写
真
と
全
身
写
真
の
２
枚
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
上
半
身
が
写
っ
て
い
る
も
の
で
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

～
認
知
症
等
に
よ
る
行
方
不
明
時
の
早
期
発
見
の
た
め
に
～

『
安
心
見
守
り
事
前
登
録
事
業
』
を
開
始
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ　
☎（
82
）２
２
０
９　
IP
☎
９（
82
）２
２
１
４

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
の
事
で
お
困
り
の
方
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

～ 事業の流れ ～

① 包括支援センターに申請・登録

本人・家族

申請・登録

包括支援センター

② 包括支援センターから協力機関に情報提供

包括支援センター

情報提供
情報共有

総務課・警察・消防
関係支援機関

登録情報を
もとに捜索

③ 行方不明時の捜索や見守り等に活用

行方不明が発生

早期発見・保護へ
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お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　　

町
民
課　
　
☎（

町
民
課　
　
☎（
8282
）２
２
３
３

）２
２
３
３

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
３
３

）２
２
３
３

　

霊
柩
自
動
車
運
行
事
業
は
、
霊

柩
車
の
老
朽
化
及
び
利
用
件
数
の

減
少
に
よ
り
11
月
末
を
も
っ
て
廃

止
し
ま
す
。
12
月
１
日
以
降
は
、

民
間
の
霊
柩
車
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
霊
柩
車
の
運
行
は

町
霊
柩
車
の
運
行
は

本
年
本
年
1111
月
末
を
も
っ
て

月
末
を
も
っ
て

��

廃
止
し
ま
す

廃
止
し
ま
す

第第
4747
回
部
落
解
放
若
桜
町
研
究
集
会

回
部
落
解
放
若
桜
町
研
究
集
会

　

7
月
31
日
（
日
）、
若
桜
学
園
さ

く
ら
ホ
ー
ル
他
で
、
第
47
回
部
落
解

放
若
桜
町
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
研

究
集
会
は
、
部
落
の
完
全
解
放
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

を
実
現
す
る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
充

実
し
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
、『
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
』
を
研
究
主
題
と
し

ま
し
た
。

　

開
催
に
際
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
取
り
、
開

催
時
間
の
短
縮
や
会
場
定
員
を
半
数

に
し
た
配
席
と
会
場
の
分
散
、
常
時

換
気
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
で
は
、「
若
桜
学
園
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
若
桜
学
園

校
長
の
小
林
俊
介
さ
ん
に
ご
報
告
い

た
だ
き
、
年
間
の
指
導
計
画
に
基
づ

い
た
人
権
教
育
の
取
り
組
み
の
中

で
、
仲
間
づ
く
り
に
お
け
る
各
学
年

の
活
動
と
異
学
年
の
交
流
活
動
、
多

様
性
の
理
解
に
お
け
る
異
文
化
体
験

交
流
活
動
、
進
路
保
障
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
、「
差
別
や
偏
見
な
く

つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
人
権
の
法
制
度
の
確

立
と
『
部
落
差
別
解
消
推
進
法
』
の

強
化
・
改
正
に
向
け
て　

～
格
差
と

社
会
的
排
除
が
覆
い
被
さ
ろ
う
と
す

る
社
会
か
ら
の
転
換
を
～
」
と
題
し

て
、
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
合
会

執
行
委
員
長
の
赤
井
隆
史
さ
ん
に
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ

ジ
ェ
ン
ス 

※
１
」
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
く
、
部
落
地
名
総
鑑
事
件
や
ア

イ
ビ
ー
・
リ
ッ
ク
社
に
よ
る
差
別
身

元
調
査
事
件
等
の
過
程
に
お
け
る
人

権
侵
害
の
説
明
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
差
別
の
現
状
と
課

題
、
人
権
に
対
す
る
明
確
な
基
準
が

な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
国
際
的
な

基
準
の
必
要
性
と
そ
の
確
立
の
難
し

さ
な
ど
、
気
づ
き
と
学
び
の
多
い
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
、「
民
主
主
義

は
合
意
形
成
の
は
ず
だ
が
、
近
年
は

い
い
か
悪
い
か
な
ど
の
人
に
対
し
て

優
し
く
な
い
世
界
に
な
っ
て
い
な
い

か
？
人
権
に
対
す
る
取
り
組
み
を
緩

め
た
ら
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
る
た
め
、
手
を
止
め
ず
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
の
人
権
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い
。」
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

※
１ �

人
権
に
対
す
る
影
響
を
特
定
・
予

防
・
軽
減
・
説
明
す
る
こ
と

　

本
研
究
集
会
は
、
部
落
解
放
月
間

中
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
部
落
解
放

月
間
は
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
44
年
7
月

10
日
を
記
念
し
て
、
鳥
取
県
が
翌
年

の
昭
和
45
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
毎

年
7
月
10
日
か
ら
8
月
9
日
の
期
間

中
、
一
人
一
人
が
人
権
・
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
、
横
断
幕
の
設
置
や

人
権
ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▲�実践報告する小林俊介さん▲�講演する赤井隆史さん
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家
屋
を
新
築
（
増
改
築
）・
取
り
壊
し
さ
れ
た
方
は

家
屋
を
新
築
（
増
改
築
）・
取
り
壊
し
さ
れ
た
方
は

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ　　
税
務
課

税
務
課

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎（

　
☎（
8282
）２
２
３

）２
２
３
44　　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
３

）２
２
３
44

家
屋
を
新
築
（
増
改
築
）
さ
れ
た
と
き

　

家
屋
（
住
宅
、
倉
庫
、
店
舗
な
ど
）

を
新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を
さ
れ

る
と
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
の
場
合
は
、
役
場
税
務
課
に

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日

税
務
課
の
職
員
が
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◉
調
査
内
容
等

家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

取
り
壊
し
た
年
の
年
末
ま
で
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉�
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合

　

法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

滅
失
登
記
が
完
了
す
る
と
、
法
務
局

か
ら
登
記
さ
れ
た
旨
役
場
へ
通
知
さ

れ
ま
す
の
で
、
税
務
課
で
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

・�

申
請
手
続
き
の
詳
細
は
、
鳥
取
地
方

法
務
局（
☎
０
８
５
７（
22
）２
２
９
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉�

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合

　
「
家
屋
滅
失
届
」
を
税
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

届
出
に
基
づ
き
現
地
確
認
を
行
い
、

翌
年
度
の
課
税
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

※�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
翌
年
度
か
ら

課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
取
壊

し
を
行
っ
た
年
度
に
つ
い
て
は
そ

の
ま
ま
の
課
税
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
住
宅

用
地
）
は
、「
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
の
特
例
」
に
よ
り
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
て
い
る
た
め
、

住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
土
地

に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
税
額
が

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改

修
、
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◉
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な

ど
が
居
住
さ
れ
る
住
宅
に
対
し
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
が
行
わ
れ
た
場
合
、
床
面

積
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
に
、
翌

年
度
分
の
税
額
を
３
分
の
１
減
額
し

ま
す
。

◉
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
対
し
て
、
令
和
４
年

４
月
１
日
以
降
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
省
エ
ネ
改
修
が
行
わ
れ
た
場

合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限

度
に
、
翌
年
度
分
の
税
額
を
３
分
の

１
減
額
し
ま
す
。

◉
耐
震
改
修
工
事

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
対
し
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
耐
震
改
修
が
行
わ
れ

た
場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で

を
限
度
に
、
翌
年
度
分
の
税
額
を
２

分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場

合
で
も
、
改
修
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
に
、
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
証
明
書
等
必
要
書

類
を
添
え
て
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
）
現
在

の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
ま
で
に
新
築
（
増
改
築
）・
取
り
壊
し
さ
れ
た
場
合
は
、
下
記
の
と

お
り
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

調査時間
40分程度
※�床面積により調査時間が異
なる場合があります。

調査内容

家屋の外側（屋根、外壁等）
と内側（各部屋の天井、床等）
の材質やドア・窓の大きさ及
び設備機器等を確認します。

ご用意
いただくもの

・各階平面図のコピー　１部
・立面図のコピー　　　１部

その他 調査当日の立会いは、代理の
方でも結構です。
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▲ごみステーション周辺の清掃（吉川自治会）

▲�入線セレモニー後の記念撮影（左から京都鉄道博
物館前田館長、上川町長、(株 )スズキ二輪濱本
社長、八頭町𠮷田町長、若桜鉄道（株）矢部専務）

▲ミニコンサート終了後の出演者集合写真

　

鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
郡
家
地
区
協
会
と
郡
家

警
察
署
に
よ
り
、
自
転
車
点
検
が
若
桜
学
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
レ
ー
キ
の
利
き
具
合
や
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
な

ど
、
若
桜
駐
在
所
の
平
岩
さ
ん
が
熱
心
に
調
整
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
も
、
点
検
を
行
い
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
総
務
課
）

　

こ
の
活
動
は
、
集
落
ご
と
に
環
境
美
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
集
落
内
の
道
路
や
広
場
の

除
草
、
水
路
や
公
民
館
周
り
の
清
掃
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
７
月
３
日
を
基
準
に
各
自
治
会
で

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
町
民
課
）

　

7
月
１
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
月
・
祝
）
ま
で
、

京
都
鉄
道
博
物
館
で
若
桜
鉄
道
「
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ

列
車
」
が
特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
1
日（
金
）は「
入
線
セ
レ
モ
ニ
ー
」を
行
い
、

京
都
鉄
道
博
物
館
長
、（
株
）
ス
ズ
キ
二
輪
社
長
を

お
迎
え
し
、
多
く
の
観
覧
者
の
な
か
、
厳
か
に
「
隼

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」
が
入
線
し
ま
し
た
。
７
月
９

日
（
土
）・
10
日
（
日
）
の
若
桜
町
Ｐ
Ｒ
デ
ー
で
は
、

館
内
に
演
奏
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
の
若
桜
鉄
道
応

援
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
車
両
展
示
の

す
ぐ
隣
で
の
鉄
道
研
究
家
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
行
い
、
来
館
さ
れ
た
親
子
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン

に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
示
を
縁
と
し
た
京
阪
神
方
面
か

ら
の
若
桜
鉄
道
へ
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

▲�心を込めてタイヤチェック

▲�サドルの向きを調整

若
桜
学
園
自
転
車
点
検

自
分
た
ち
の
集
落
は
自
分
た

ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
！

　
～
町
内
一
斉
美
化
活
動
～

若
桜
鉄
道
「
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ

列
車
」
が
京
都
鉄
道
博
物
館

に
展
示
さ
れ
ま
し
た

７
月
11
日
月

７
月
３
日
日

７
月
９
日
土
・
10
日
日
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▲骨密度測定

◀健康相談

７
月
22
日
金

▲エアコンを整備しました

　

鳥
取
県
看
護
協
会
と
日
本
郵
便（
株
）主
催
の「
ま

ち
の
保
健
室
」
が
池
田
郵
便
局
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
前
に
予
約
さ
れ
た
10
名
の
参
加
者
は
感
染
対

策
に
十
分
注
意
し
、
骨
密
度
・
血
管
年
齢
・
脳
年

齢
の
測
定
を
し
ま
し
た
。
測
定
後
、
鳥
取
県
看
護

協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
看
護
師
に
よ
る
結
果
の
説

明
を
受
け
、
参
加
者
は
改
め
て
ご
自
身
の
健
康
へ

の
関
心
を
高
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
身
近
な
郵
便
局
が
会
場
だ
っ
た
の
で
、

歩
い
て
参
加
で
き
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

�

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
活
動
に
助

成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
町
自
治
会
は
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
利
用

し
て
、
公
民
館
の
備
品
（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
・
発
電
機
等
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
が
集
ま
る
機
会

が
増
え
、
住
民
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

「
ま
ち
の
保
健
室
」

�

in
池
田
郵
便
局

西
町
公
民
館
の
備
品
を
整
備

令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

７
月
21
日
木

▲�草むしりの様子

▲�お供え物に想いを込めて

　

鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
郡
家
地
区
協
会
若
桜
支

部
役
員
に
よ
り
、
交
通
安
全
地
蔵
尊
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
通
安
全
地
蔵
尊
は
、
昭
和
62
年
９
月
に

地
域
の
交
通
安
全
と
交
通
死
亡
事
故
撲
滅
を
祈
願

し
、
同
支
部
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

役
員
の
皆
様
は
、
少
し
で
も
交
通
事
故
が
減
る

こ
と
を
願
い
、
精
力
的
に
清
掃
活
動
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。�
（
総
務
課
）

「
交
通
安
全
地
蔵
尊
」清
掃
活
動

７
月
16
日
土
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若
桜
町
建
設
業
協
会
（
中
一
建
設
（
株
）、（
有
）

川
上
工
務
店
、（
有
）
宮
本
組
、
八
頭
土
木
建
築

（
有
））
か
ら
緊
急
用
災
害
支
援
物
資
と
し
て
、
土

の
う
４
０
０
袋
、
土
の
う
袋
２
０
０
枚
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
河
川
の
氾
濫
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
水

害
対
策
と
し
て
、
本
町
の
防
災
活
動
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
向
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
緊
急
用
災
害
支
援
物

資
は
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
地
域
整
備
課
）

▲�優勝した盛本・谷本ペア（中央）、（左）大久保・
盛本ペア、（右）三島・渕見ペア

若
桜
町
建
設
業
協
会
様
か
ら

緊
急
用
災
害
支
援
物
資
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

８
月
２
日
火

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
若
桜
学
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、
中

学
生
か
ら
80
才
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
12
ペ
ア

24
名
が
参
加
し
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
の
予
選
の
後
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
の
４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
行
い
、
盛
本
貴
之
・
谷
本
剛
ペ
ア
が
優
勝
し
ま

し
た
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
結
　
果
　

　

優　

勝 

… 

盛
本
貴
之
・
谷
本
剛
ペ
ア

　

準
優
勝 

… 

大
久
保
春
弥
・
盛
本
恭
子
ペ
ア

　

３　

位 

… 

三
島
奈
那
美
・
渕
見
龍
彦
ペ
ア

▲ご寄贈いただいた土のう400袋

▲町長室にて、（左から）中尾会長、上川町長

若
桜
町
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

７
月
30
日
土

入
会
申
込
先

入
会
申
込
先

　　
『
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
』事
務
局　

『
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
』事
務
局　

　
若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課
内

　
若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課
内

　
　
☎（

　
　
☎（
8282
）２
２
３
１　

）２
２
３
１　
IPIP
☎
９（
☎
９（
8282
）２
２
３
１

）２
２
３
１

　

若
桜
鉄
道
は
、
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
と
し

て
、
ま
た
、
観
光
客
誘
致
に
よ
り
、
若
桜
町
の
活

性
化
を
語
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
『
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
』（
会
長
丹
松
正
信
）

で
は
、
若
桜
駅
周
辺
及
び
沿
線
の
美
化
清
掃
活
動
、

駅
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
研

究
会
・
交
流
会
の
実
施
な
ど
様
々
な
活
動
に
よ
り
、

若
桜
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
若
桜
駅
を

訪
れ
る
観
光
客
の
増
加
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
活
動
に
協
力
い
た
だ
け

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。

▲昨年度の作業の様子

若
桜
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
へ
向
け

若
桜
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
へ
向
け

み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！

『
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
』の

『
若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
』の

��

会
員
を
募
集
し
ま
す

会
員
を
募
集
し
ま
す
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〝が
ん
ば
る
〟

　
　
　
　
ト
ーク

町長発！

　

３
，３
８
７
。
こ
れ
は
何
の
数
字
で

　

３
，３
８
７
。
こ
れ
は
何
の
数
字
で

し
ょ
う
か
？
実
は
昨
年
度
１
年
間
に

し
ょ
う
か
？
実
は
昨
年
度
１
年
間
に

獣
肉
解
体
処
理
施
設
「
わ
か
さ

獣
肉
解
体
処
理
施
設
「
わ
か
さ
2929
工工

房
」に
持
ち
込
ま
れ
た
シ
カ
の
頭
数
で

房
」に
持
ち
込
ま
れ
た
シ
カ
の
頭
数
で

す
。
実
に
町
の
人
口
を
上
回
る
頭
数

す
。
実
に
町
の
人
口
を
上
回
る
頭
数

の
シ
カ
が

の
シ
カ
が
2929
工
房
で
解
体
さ
れ
有
効

工
房
で
解
体
さ
れ
有
効

活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
今
回
は

活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
今
回
は
2929

工
房
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

工
房
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

2929
工
房
は
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

工
房
は
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

有
害
獣
の
捕
獲
に
伴
う
埋
設
等
の
課

有
害
獣
の
捕
獲
に
伴
う
埋
設
等
の
課

題
解
消
と
、ジ
ビ
エ
の
活
用
を
推
進
す

題
解
消
と
、ジ
ビ
エ
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
、平
成

る
た
め
、平
成
2424
年
に
八
頭
町
と
共

年
に
八
頭
町
と
共

同
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

同
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
2828
年年

度
よ
り
指
定
管
理
者
と
し
て
「
猪
鹿

度
よ
り
指
定
管
理
者
と
し
て
「
猪
鹿

（
ジ
ビ
エ
）
庵
」が
施
設
の
維
持
管
理

（
ジ
ビ
エ
）
庵
」が
施
設
の
維
持
管
理

や
ジ
ビ
エ
の
加
工
販
売
等
を
行
っ
て
い

や
ジ
ビ
エ
の
加
工
販
売
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。
2929
工
房
整
備
後
、施
設
で
の
シ

工
房
整
備
後
、施
設
で
の
シ

カ
の
処
理
頭
数
は
年
々
増
え
続
け
、冒

カ
の
処
理
頭
数
は
年
々
増
え
続
け
、冒

頭
に
掲
げ
た
昨
年
度
の
頭
数
は
過
去

頭
に
掲
げ
た
昨
年
度
の
頭
数
は
過
去

最
高
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
処
理
頭
数
と
し

最
高
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
処
理
頭
数
と
し

て
は
全
国
の
施
設
で
堂
々
の
第
一
位
で

て
は
全
国
の
施
設
で
堂
々
の
第
一
位
で

す
。
し
か
も
域
内
の
捕
獲
頭
数
の
約

す
。
し
か
も
域
内
の
捕
獲
頭
数
の
約

８
割
が
施
設
に
搬
入
さ
れ
て
お
り
、有

８
割
が
施
設
に
搬
入
さ
れ
て
お
り
、有

効
活
用
率
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
全
国
一
位

効
活
用
率
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
全
国
一
位

で
す
。

で
す
。

　　

2929
工
房
は
厳
重
な
衛
生
管
理
を
行

工
房
は
厳
重
な
衛
生
管
理
を
行

い
、認
証
基
準
で
あ
る
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

い
、認
証
基
準
で
あ
る
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）と
国
の
国
産
ジ
ビ
エ

Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）と
国
の
国
産
ジ
ビ
エ

認
証
の
認
定
を
受
け
、加
工
処
理
技

認
証
の
認
定
を
受
け
、加
工
処
理
技

術
の
高
さ
と
肉
質
の
良
さ
に
は
定
評

術
の
高
さ
と
肉
質
の
良
さ
に
は
定
評

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
は
欧
州
で
は
高
級
食
材
と

　

ジ
ビ
エ
は
欧
州
で
は
高
級
食
材
と

さ
れ
、わ
が
国
で
も
今
後
の
市
場
拡
大

さ
れ
、わ
が
国
で
も
今
後
の
市
場
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。
販
路
は
、

が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。
販
路
は
、

道
の
駅
若
桜
桜
ん
坊
、県
内
ス
ー
パ
ー

道
の
駅
若
桜
桜
ん
坊
、県
内
ス
ー
パ
ー

（
サ
ン
マ
ー
ト
店
の
一
部
）、首
都
圏
の

（
サ
ン
マ
ー
ト
店
の
一
部
）、首
都
圏
の

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、全
国

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、全
国

の
ロ
ッ
テ
リ
ア
で
も
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー

の
ロ
ッ
テ
リ
ア
で
も
ジ
ビ
エ
バ
ー
ガ
ー

と
し
て
活
用
さ
れ
、好
評
を
得
て
い
ま

と
し
て
活
用
さ
れ
、好
評
を
得
て
い
ま

す
（
県
内
に
は
ロ
ッ
テ
リ
ア
の
店
舗
は

す
（
県
内
に
は
ロ
ッ
テ
リ
ア
の
店
舗
は

あ
り
ま
せ
ん
、
残
念
！
）。
ま
た
、人

あ
り
ま
せ
ん
、
残
念
！
）。
ま
た
、人

間
の
食
用
に
向
か
な
い
部
位
は
ペ
ッ
ト

間
の
食
用
に
向
か
な
い
部
位
は
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
用
に
出
荷
さ
れ
た
り
、町
内
の

フ
ー
ド
用
に
出
荷
さ
れ
た
り
、町
内
の

革
工
房
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ
Ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
で
は
鹿
革

革
工
房
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ
Ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
で
は
鹿
革

の
加
工
販
売
も
行
わ
れ
る
な
ど
、自
然

の
加
工
販
売
も
行
わ
れ
る
な
ど
、自
然

の
恵
み
で
あ
る
野
生
の
命
が
無
駄
な

の
恵
み
で
あ
る
野
生
の
命
が
無
駄
な

く
活
用
さ
れ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
し

く
活
用
さ
れ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
全
国
で
ジ
ビ
エ
振
興

　

令
和
２
年
に
全
国
で
ジ
ビ
エ
振
興

自
治
体
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

自
治
体
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

平
井
知
事
が
会
長
、私
は
副
会
長
に

平
井
知
事
が
会
長
、私
は
副
会
長
に

就
任
し
て
い
ま
す
。
若
桜
の
取
組
は

就
任
し
て
い
ま
す
。
若
桜
の
取
組
は

全
国
か
ら
も
高
い
注
目
を
集
め
て
い

全
国
か
ら
も
高
い
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　　

2929
工
房
を
核
と
し
た
取
組
が
、鳥

工
房
を
核
と
し
た
取
組
が
、鳥

獣
被
害
の
低
減
、耕
作
放
棄
地
の
拡

獣
被
害
の
低
減
、耕
作
放
棄
地
の
拡

大
防
止
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、ジ
ビ

大
防
止
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、ジ
ビ

エ
の
活
用
を
通
じ
て
地
域
が
元
気
に

エ
の
活
用
を
通
じ
て
地
域
が
元
気
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　今年度第４回目となる７月のイチオシ若桜メシは、若桜農林振興の
えごまを使ったえごまゆかりご飯。わかさ２９工房の鹿肉を使ったケ
チャップソース絡めと吉川YYCが作った白と紫の２色のジャガイモを使
用したカラフルなポテトサラダです。
　今年度も自分たちの住む若桜町の食材を知り、味わうことで地元を
大切に思う気持ちを育むことを目指し、イチオシ若桜メシの提供
と「イチオシレシピ」を掲載してまいりますのでお楽しみに！ 

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」
第4回
7/15

イチオシ若桜メシをご家庭でも！『イチオシレシピ』
鹿肉のケチャップソース

▲今月のイチオシ若桜メシを
　楽しむ生徒たち

材料（４人分）
鹿もも肉 200ｇ
塩・こしょう 各少々
しょうゆ 小さじ1/2
しょうが 3ｇ
片栗粉 大さじ４
揚げ油 適量

作り方
① 鹿もも肉は角切りにし、塩こしょう、しょうゆ、すり

おろしたしょうがをもみこんで下味をつける。
② ①に片栗粉をまぶし、170℃の油で揚げる。
③ フライパンにサラダ油を熱し、みじん切りにした

にんにくと薄切りにしたたまねぎを炒める。たま
ねぎに火が通ったらケチャップ、しょうゆ、砂糖、
はちみつを加えてひと煮立ちさせ、揚げた鹿肉を
合わせてからめる。

たまねぎ 80ｇ
にんにく 少々
サラダ油 小さじ１
ケチャップ 大さじ２
しょうゆ（ソース用） 大さじ１
砂糖 大さじ１
はちみつ 小さじ１

栄養価　　エネルギー　149kcal　たんぱく質　11.4g　カルシウム　10mg　塩分相当量　0.5ｇ
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にんにくと薄切りにしたたまねぎを炒める。たま
ねぎに火が通ったらケチャップ、しょうゆ、砂糖、
はちみつを加えてひと煮立ちさせ、揚げた鹿肉を
合わせてからめる。

たまねぎ 80ｇ
にんにく 少々
サラダ油 小さじ１
ケチャップ 大さじ２
しょうゆ（ソース用） 大さじ１
砂糖 大さじ１
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９
月
９
月
2424
日
～
日
～
3030
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す
！

日
は
結
核
予
防
週
間
で
す
！

　

結
核
は
、
今
な
お
全
国
で
年
間

１
万
３
千
人
近
く
の
新
た
な
患
者
が

発
生
し
、
お
よ
そ
２
千
人
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

鳥
取
県
東
部
に
お
い
て
も
毎
年
新
た

な
患
者
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
半
数
以
上
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。

　

し
か
し
、
結
核
は
早
期
発
見
す
れ

ば
、
通
院
・
服
薬
治
療
で
治
り
ま
す
。

◦�

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
か
か
り
つ

け
医
を
受
診
し
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
咳
が
２
週
間
以
上
続
く

・�

た
ん
が
よ
く
出
る
、
た
ん
に
血
が

混
じ
る

・
息
を
吸
う
と
き
に
胸
が
痛
む

・�

微
熱
、
体
が
だ
る
い
、
急
に
体
重

が
減
る

◦�

65
歳
以
上
の
人
は
、
症
状
が
な
く

て
も
年
に
１
回
は
結
核
検
診
（
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

若
桜
町
で
は
、
肺
が
ん
・
結
核
検

診
と
し
て
住
民
健
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
高
齢
者
は
結
核
発
症
の
危

険
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

お
問
い
合
わ
せ　

　
鳥
取
市
保
健
所　
☎
０
８
５
７（
22
）８
１
１
１

0 10 20 30 40

【鳥取市保健所】新規登録患者数推移

R３年

H29年 23（63.9％）

17（85.5％）

9（47.4％）

12（75.5％）

H30年

R１年

R２年

～10代 20代～60代 70代～

16（57.1％）

　８月８日（月）に、農業委員会の農地パトロールの出発式
を開催しました。農業委員及び農地利用最適化推進委員
が４班に分かれ、８月から９月にかけて、各担当地区の農地
を中心にパトロールを行い、遊休農地の把握、違反転用の
有無等を確認します。
　今後も、農地の適切な管理状況の把握のため農地パト
ロールを実施し、その結果を基に、遊休農地解消に向けた
取り組みを行います。
　農地は大切な財産です。適切に管理するようにしましょう。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2236☎82-2236　IP ☎9-82-2236 出発式出発式

農地パトロール農地パトロール◉農業委員会からのお知らせ

８月８日（月）に農業委員会定例会を開催しました。
審議事項
・農地法第３条の規定による許可申請　　１件

▲町長あいさつ

▲�町長と農業委員会の集合写真
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子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎82-0011　IP☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

　２ヶ月に１回、君野和枝氏に来ていただき、リトミックを楽しんで
います。
　音に触れ合いながら心と身体の発達を促しています。
　お母さんと一緒に音楽に合わせて音を鳴らしたり、布を使って楽
しみました。

▲�叩いてみよう！

▲�“は～い！！” ▲�布を使ってゆらしたりかくれたり・・

９月の予定
	 １日（木）	 大きさ調べ
	 ６日（火）	 リトミック
	14 日（水）	 ママサークル
	15 日（木）	 絵本の読み聞かせ
	21 日（水）	 ぶどう狩り

　子育てに関するお悩みなど、お気軽ご相談く
ださい。　
　妊婦さんもお待ちしています。
※�行事予定は、新型コロナウイルス感染症の感
染状況により、予定が変更になる場合があり
ます。

９
月
９
月
2020
日
～
日
～
2626
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す

日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す

～
人
と
動
物
の
共
生
す
る
社
会
の

～
人
と
動
物
の
共
生
す
る
社
会
の

��

実
現
を
目
指
し
て
～

実
現
を
目
指
し
て
～

お
問
い
合
わ
せ

　

鳥
取
市
保
健
所
生
活
安
全
課

　
☎
０
８
５
７（
30
）８
５
５
１　

０
８
５
７（
20
）３
９
６
２

　

動
物
を
飼
う
際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
確
認
し
、
動
物
の

愛
護
と
適
切
な
飼
い
方
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

１
．�

動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

　
　

�　
飼
い
始
め
る
前
か
ら
正
し
い
飼
い
方
な
ど
の
知
識
を
持
ち
、

飼
い
始
め
た
ら
、
動
物
の
種
類
に
応
じ
た
適
切
な
飼
い
方
を
し

て
、
健
康
・
安
全
に
気
を
配
り
、
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

２
．�

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

�　
糞
尿
や
毛
な
ど
で
近
隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
公

共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
に
危

害
を
加
え
た
り
、
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

�　
動
物
に
か
け
ら
れ
る
手
間
、
時
間
、
空
間
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
管
理
で
き
る
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
ま
れ
る
命
に
責
任
が
持
て
な
い
の
で
あ
れ

ば
、不
妊
去
勢
手
術
な
ど
の
繁
殖
制
限
措
置
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

�　
飼
い
主
が
い
な
い
猫
に
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
え
さ
を

あ
げ
る
だ
け
で
は
、猫
が
増
え
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

４
．
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
所
有
者
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

�　
飼
っ
て
い
る
動
物
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
、
名
札
、
足
環
な
ど
の
標
識
（
犬
は
鑑
札
、
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
）を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
も
し
、迷
子
に
な
っ

て
も
、
無
事
帰
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
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テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
対
象
外
で
す
！

若
桜
町
消
費
生
活
相
談
窓
口　
☎（
71
）０
８
２
２　
IP
☎
９（
71
）０
８
２
２

電
話
・
面
談
相
談　
【
日　
時
】　
毎
週
火
曜
日　
９
時
～
16
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
場　
所
】　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー

相
談
窓
口
だ
よ
り

相
談
窓
口
だ
よ
り

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
バ
ッ

グ
を
注
文
し
ま
し
た
。
届
い
た
バ
ッ

グ
は
、
サ
イ
ズ
、
色
と
も
テ
レ
ビ

で
見
た
感
じ
と
違
い
、
重
く
て
使

い
に
く
い
も
の
で
し
た
。「
返
品
し

た
い
」
と
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、「
開
封
し
た
商
品
の
返
品

は
で
き
な
い
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
契
約
を
や

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
通
信
販

売
で
す
。
法
律
で
通
信
販
売
は
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
。
返
品
は
、
業
者
が
決
め
た
返

品
特
約
に
よ
り
ま
す
。
返
品
特
約
は

「
不
良
品
以
外
の
返
品
は
不
可
」「
自

己
都
合
で
の
返
品
は
、
未
使
用
商
品

に
限
り
、
商
品
到
着
８
日
以
内
で
お

客
様
の
送
料
負
担
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

便
利
な
通
信
販
売
で
す
が
、
実
際

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
説
明
を
聞
い

て
購
入
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

イ
メ
ー
ジ
が
違
う
、
サ
イ
ズ
が
合
わ

な
い
等
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

氷
ノ
山
か
ら

▲�ヒョウノセンクチキウマ

　

バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
、
キ
リ
ギ

リ
ス
、
後
ろ
脚
が
大
き
く
て
ピ
ョ

～
ン
と
飛
ぶ
虫
た
ち
（
バ
ッ
タ

目
）
の
季
節
で
す
。
た
く
さ
ん
い

る
の
で
小
さ
な
子
で
も
自
分
で
捕

ま
え
る
こ
と
が
で
き
、
生
き
物
と

の
ふ
れ
あ
い
入
門
と
し
て
適
し
て

い
ま
す
。

　

バ
ッ
タ
と
い
う
と
、
草
を
食
べ

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
キ
リ
ギ
リ

ス
の
仲
間
は
と
げ
の
生
え
た
前
脚

で
昆
虫
を
つ
か
み
、
ガ
ブ
リ
と
噛

み
つ
き
ま
す
。
口
元
を
よ
く
見
る

と
立
派
な
牙
が
！
こ
れ
に
嚙
ま
れ

る
と
ち
ょ
っ
と
泣
い
ち
ゃ
い
そ
う

な
く
ら
い
痛
い
で
す
。

　

ま
た
、
鳴
く
虫
の
女
王
と
も
呼

ば
れ
る
カ
ン
タ
ン
を
は
じ
め
（
鳴

い
て
い
る
の
は
雄
で
す
が
）、
鳴

き
声
で
も
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
外
来
種

の
侵
入
は
バ
ッ
タ
目
も
例
外
で
は

な
く
、
最
近
で
は
ア
オ
マ
ツ
ム
シ

の
大
合
唱
で
他
の
虫
達
の
声
が
か

き
消
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
ア
オ
マ

ツ
ム
シ
は
す
で
に
町
内
に
も
侵
入

し
て
い
ま
す
。

　

氷
ノ
山
は
た
く
さ
ん
の
バ
ッ

タ
が
す
ん
で
い
る
バ
ッ
タ
天
国

で
す
。
数
が
多
い
だ
け
で
は
な

く
、「
氷
ノ
山
」
の
名
前
を
冠
す

る
ヒ
ョ
ウ
ノ
セ
ン
ク
チ
キ
ウ
マ
や

ヒ
ョ
ウ
ノ
セ
ン
ヒ
メ
ギ
ス
と
い
っ

た
バ
ッ
タ
目
も
す
ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
は
普
通
す
ぎ
て
あ
ま
り
注

目
さ
れ
な
い
バ
ッ
タ
の
仲
間
で
す

が
、
今
年
の
秋
は
子
ど
も
と
バ
ッ

タ
を
と
っ
て
遊
ん
だ
り
、
秋
の
夜

長
に
は
鳴
く
虫
の
声
を
数
え
て
み

た
り
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

当
た
り
前
に
聞
こ
え
て
い
た
虫
の

声
が
毎
年
聞
こ
え
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
・
・
・
。

�

響
の
森
ス
タ
ッ
フ　

岡
田
珠
美

今
年
の
秋
は
バ
ッ
タ
目
に
注
目
！
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文　　　学 ・本が語ること、語らせること 青木　海青子
・イーヴィル・デッド 七尾　与史 ・老いの品格 和田　秀樹
・空をこえて七星のかなた 加納　朋子 ・スピード完成！野菜の大量消費おかず３４２ 食のスタジオ
・夢をかなえるゾウ　　０ 水野　敬也 ・らくらくお米パン 野崎　ゆみこ
・忍者に結婚は難しい 横関　大 ・江戸の道具図鑑 飯田　泰子
・情事と事情 小手鞠　るい ・日本のラベル 三好　一
・石礫 今野　敏 ・ゆる発酵 榎本　美沙
・広重ぶるう 梶　よう子 ヤング・児童書・絵本
・あんの信じるもの 柴田　よしき ・１３歳からの地政学 田中　孝幸
・浮世小路の姉妹 佐伯　泰英 ・風さわぐ北のまちから 遠藤　みえ子
・宙（そら）ごはん 町田　そのこ ・都会（まち）のトム＆ソーヤ　　外伝１６．５ はやみね　かおる
・よろずを引くもの 西條　奈加 ・グリム童話集 ヤーコプ　L.C.　グリム
・俺ではない炎上 浅倉　秋成 ・雷神と心が読めるヘンなタネ 鎌田　雄一郎
・沈みかけの船より、愛をこめて 乙一 ・ねずみくんはカメラマン なかえ　よしを
・絞め殺しの樹 河﨑　秋子 ・ドーナツペンタくん 柴田　ケイコ
・名もなき子 水野　梓 ・ホホジロザメ 沼口　麻子
・女人入眼 永井　紗耶子 郷　　　土

そ の 他 ・ルート２９、解放 中尾　太一
・はじめての鉢バラ育て方の基本がわかる本 後藤　みどり ・日本の混沌を地方から切り拓く　

　ザ・論点　１９９６－２０２２ 吉岡　利固
・日本人として知っておきたい琉球・沖縄史 原口　泉

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間

マスクの着用・消毒・検温にご協力くださいマスクの着用・消毒・検温にご協力ください

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

■は休館日

9 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】9月 15 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】9月 16 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

おもちゃの病院が　やってくる！おもちゃの病院が　やってくる！

日時　令和４年９月 17 日（土）10 時～ 14 時
場所　情報館　エントランス
　鳥取市のわらべ館でおもちゃドクターをされている岩田了さんがみ

なさんの大切なおもちゃを修理します。

　壊れてしまった思い出のおもちゃはありませんか？

　詳細は折込チラシをご覧ください。
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■
　�

若
桜
町
・
岩
美
町
交
流
キ
ャ
ン
プ

（
参
加
者
70
名
）

■
　�

三
世
代
交
流
そ
う
め
ん
流
し
・
消
火
訓
練

　

２
年
間
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
日
帰
り

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
日
は
雷
が
近
く
ま
で
来

て
い
て
海
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
然
館
で
３
Ｄ
映
像
と
館
内
を
見

学
し
て
か
ら
岩
美
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
お
楽
し
み
会
や
ミ
ニ
夏
ま
つ
り
を

し
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
で
は
、
岩
美
町
の
橋
本

先
生
に
私
た
ち
の
「
権
利
」
に
つ
い

て
皆
で
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

各
自
が
10
問
の
中
か
ら
一
番
残
し

た
い
権
利
を
順
番
に

番
号
を
つ
け
た
後

で
、
班
ご
と
に
ま
と

め
て
発
表
を
し
ま
し

た
。
一
番
多
か
っ
た

の
は
、「
愛
し
・
愛

さ
れ
る
権
利
」
で
し

た
。
先
生
が
な
ぜ
そ

う
思
っ
た
の
か
を
聞

く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
し
っ
か
り
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
先
生
か

ら
人
に
よ
っ
て
権
利
の
順
番
が
違
う

事
を
教
え
て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
方
と
読
み
聞
か

せ
教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
が
一
緒
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、非
常
ベ
ル
と
「
火

事
だ
ー
！
火
事
だ
ー
！
」
と
い
う
声

に
す
ぐ
反
応
し
て
、
口
や
鼻
を
押
さ

え
て
外
に
避
難
し
ま
し
た
。
人
数
を

確
認
し
た
後
で
、
水
消
火
器
を
つ
か

い
標
的
に
む
け
て
消
火
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の

方
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
急
に
雨
が
降
っ
て

き
た
の
で
憩
の
家
で
昼
食
の
そ
う
め

ん
を
食
べ
ま
し

た
。
今
回
の
そ
う

め
ん
流
し
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
防
止
の
た

め
、
そ
う
め
ん

を
個
々
の
器
に
盛

り
、
間
隔
を
と
り

な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　
　

　
　
　
　
　
ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

　　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス
　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

７
月
９
日

７
月
27
日

▲ビン詰め競争

▲自然館の見学

▲高齢者の方「消火訓練」

▲絵本の読み聞かせ ▲昼食「そうめん」

▲人権学習「権利」について

人
権
か
る
た

手
を
か
し
て
　
　
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

　

第
４
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
は
７

月
７
日
（
木
）、
若
桜
学
園
３
年
生
と

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

例
年
さ
く
ら
づ
つ
み
公
園
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
八
幡
広
場
で
の

開
催
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
八
幡
広
場

ま
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
寿
大
学
の
皆

さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
練
習
さ
れ
、
万

全
の
態
勢
で
子
ど
も
た
ち
が
来
る
の
を

待
ち
構
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
９
名
と
寿
大
学
の
会
員
14

名
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方

か
ら
打
ち
方
、
ル
ー
ル
等
を
寿
大
学
の

皆
様
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。
中
に
は
難
し
い
コ
ー
ス
で
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
し
た
児
童
も
い
て
、「
さ
す

が
、
子
ど
も
っ
て
呑
み
込
み
が
早
い
ね

え
」
と
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
可
愛
い
お
手
紙
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
頂
い
た
笑
顔
と
温

か
い
手
紙
が
寿
大
学
の
皆
様
を
よ
り
元

気
づ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

海
の
日
の
７
月
18
日
に
「
海
の
日
に

山
で
遊
ぼ
う
」
と
氷
ノ
山
で
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

挑
戦
し
た
の
は
、
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
８

名
と
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
名
で
す
。

一
部
の
子
ど
も
た
ち
を
除
い
て
、
ほ
と

ん
ど
が
初
体
験
で
、
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
を

履
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
見
る
の
も
初
め

て
で
し
た
。

　

青
少
年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
森
岡

則
明
さ
ん
と
徳
田
め
ぐ
み
さ
ん
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
、
お
そ
る
お
そ
る
グ
ラ

ス
ス
キ
ー
を
履
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

脚
を
交
互
に
動
か
し
て
ま
ず
歩
く
練

習
で
す
。
交
互
に
一
生
懸
命
動
か
そ
う

と
す
る
の
に
、
元
に
戻
っ
て
、
な
か
な

か
進
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
徐
々
に
コ

ツ
を
つ
か
み
、
ジ
グ
ザ
グ
に
進
む
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
斜
面
滑
走
で
す
。
ス
キ
ー

に
体
を
預
け
て
、
止
ま
る
ま
で
緩
や
か

な
斜
面
を
進
み
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る

と
タ
ー
ン
で
す
。
右
脚
に
力
を
入
れ
て
、

き
れ
い
に
左
に
曲
が
り
ま
す
。
歩
く
の

が
や
っ
と
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
タ
ー
ン
を
繰

り
返
し
な
が
ら
斜
面
を
滑
り
下
り
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
昼
に
特
製
の
カ
レ
ー
を
い
た
だ
い

た
後
は
、
一
層
張
り
切
っ
て
、
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
用
に
整
備
さ
れ
た
80
メ
ー
ト
ル
余

り
の
ゲ
レ
ン
デ
を
上
か
ら
滑
っ
て
下
り

る
子
ど
も
た
ち
も
続
出
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
何
名
か
が
挑
戦
し
ま
し

た
が
、子
ど
も
た
ち
以
上
に
悪
戦
苦
闘
。

「
普
通
の
ス
キ
ー
と
は
勝
手
が
違
っ
て
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
で
き
ん
わ
」
と
。

最
終
的
に
は
み
ん
な
が
一
番
上
か
ら
大

滑
走
で
き
、
満
足
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
青
少
年
育
成
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
皆
様
、
そ
し
て
、
素
敵
な

滑
走
を
見

せ
て
い
た
だ

い
た
中
学

生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の

皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
４
回
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学　

「
若
桜
学
園
３
年
生
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
」

第
１
回
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ　

「
氷
ノ
山
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
体
験
」

▲�グラススキーで思いっきりゲレンデを滑走

▲子どもたちからの手紙でほっこり笑顔の寿大学会員
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郷
土
文
芸   　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

手
抜
き
し
て
私
を
少
し
休
ま
せ
る�

岡
崎
彰
夫

蟻
の
列
踏
む
か
踏
ま
ぬ
か
考
え
る�

岡
崎
彰
夫

手
抜
き
し
て
後
で
後
悔
す
る
ば
か
り�

門
村
千
代

と
ん
ぼ
と
ぶ
小
さ
な
秋
を
告
げ
に
来
た�
門
村
千
代

家
の
カ
レ
ー
カ
レ
ー
と
言
え
ば
ボ
ン
カ
レ
ー�
川
上　

巧

戻
り
梅
雨
作
物
の
出
来
悪
く
す
る�
川
上　

巧

人
生
は
手
抜
き
し
な
い
で
終
り
た
い�

君
野
和
子

化
粧
し
て
マ
ス
ク
は
ず
す
日
願
う
日
々�

君
野
和
子

手
抜
き
な
ど
私
の
辞
書
に
の
っ
て
な
い�

車
井
信
惠

幸
に
な
る
た
し
算
を
し
て
生
き
る�

車
井
信
惠

ご
は
ん
が
無
い
す
み
ま
せ
ん
ね
と
カ
ッ
プ
麺�

中
田
房
江

爆
発
し
た
コ
ロ
ナ
に
勝
と
う
正
念
場�

中
田
房
江

こ
の
暑
さ
手
抜
き
で
済
ま
す
冷
し
め
ん�

矢
部
節
子

梅
雨
が
明
け
猛
暑
押
し
寄
せ
身
が
こ
げ
る�

矢
部
節
子

手
抜
き
し
た
ツ
ケ
は
必
ず
や
っ
て
く
る�

山
本
延
子

雑
草
は
元
気
私
は
弱
っ
て
る�

山
本
延
子

（
会
員
外
）

花
畑
手
抜
き
の
結
果
草
だ
ら
け�

米
谷
好
衛

手
抜
き
と
は
誰
の
こ
と
か
と
我
に
か
え
る�

米
谷
美
砂
重

納
得
を
す
る
ま
で
叩
き
西
瓜
買
ふ�

西
尾
青
雨

蝉
時
雨
切
り
込
む
ご
と
く
幼
児
泣
く�

中
尾
陽
子

鮮
明
に
川
辺
に
咲
き
て
ゆ
り
の
花�

圓
井
節
美

鉢
花
も
日
陰
に
避
難
夏
盛
り�

茗
荷
恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

第
８
回　
上
町
・
中
町

　

上
町
は
、名
前
の
と
お
り
若
桜
宿
の
上
の
方
に
位
置
し
、

古
く
か
ら
中
町
、下
町
と
並
ん
で
「
中な

か

三さ
ん

町ち
ょ
う」
と
呼
ば
れ
、

若
桜
宿
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。集
落
内
に
は
、

八は
ち

軒け
ん

町ち
ょ
うと

呼
ば
れ
る
一
画
も
あ
る
。
現
在
、
郡
家
警
察
署

若
桜
駐
在
所
や
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
も
本
集

落
内
に
あ
る
。

　

若
桜
宿
は
城
下
町
と
し
て
の
町
割
り
を
今
な
お
遺
し
、

城
主
の
祈
願
所
だ
っ
た
寺
が
５
つ
現
存
す
る
。上
町
に
は
、

西
方
寺
と
い
う
浄
土
宗
の
寺
が
あ
る
。

　

西
方
寺
は
、
小
学
校
の
登
校
時
の
集
合
場
所
で
あ
っ
た

り
、
遊
び
の
場
所
で
あ
っ
た
り
、
上
町
の
歴
史
を
見
て
き

た
寺
で
あ
る
。
夏
休
み
の
午
後
に
は
、
庄
ノ
瀬
（
宿
上
に

位
置
す
る
淵
）
で
川
遊
び
を
し
、
町
内
の
氷
屋
で
か
き
氷

を
食
べ
、
西
方
寺
の
境
内
で
野
球
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
を

す
る
の
が
昭
和
30
年
代
後
半
の
小
学
生
の
日
課
だ
っ
た
。

高
学
年
と
低
学
年
が
一
緒
に
な
っ
て
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊

ん
で
い
た
。

　

上
町
公
民
館
が
建
っ
て
い
る
場
所
は
、
以
前
西
方
寺
の

末
庵
「
澄

ち
ょ
う

圓え

庵あ
ん

」
が
あ
っ
た
場
所
だ
。
今
で
も
、
上
町
公

民
館
建
設
時
に
、
一
室
を
設
け
て
澄
圓
庵
の
仏
像
を
祀
っ

て
い
る
。
こ
の
澄
圓
庵
の
境
内
に
、俳
聖
松
尾
芭
蕉
作「
百

年
の
筆
色
哉
庭
乃
落
は
哉
」の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
て
、

今
で
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

若
桜
宿
の
年
中
行
事
の
代
表
が
、
隔
年
開
催
の
若
桜
神

社
大
祭
だ
。
こ
の
祭
り
の
開
催
日
だ
が
、
以
前
は
５
月
１

日
だ
っ
た
が
、
昭
和
57
年
か
ら
５
月
３
日
の
祝
日
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
宿
内
７
町
で
は
、
４
月
に
な
る
と
大
祭
の

準
備
で
忙
し
く
な
る
。
鉾
の
飾
り
付
け
や
神
輿
の
担
ぎ
手

の
手
配
な
ど
、
連
日
公
民
館
で
打
ち
合
わ
せ
や
作
業
な
ど

が
行
わ
れ
る
。

　

衣
食
住
に
つ
い
て
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
ど
の
家
に

も
か
ま
ど
が
あ
っ
て
、
米
を
炊
い
た
り
お
か
ず
を
煮
た
り

す
る
の
は
全
て
こ
の
か
ま
ど
だ
っ
た
。
こ
の
か
ま
ど
も
い

つ
の
間
に
か
炊
飯
器
な
ど
の
電
化
製
品
に
と
っ
て
代
わ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
の
家
は
杉
皮
葺
き
の
屋
根
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
で
は
、
こ
れ
も
瓦
や
ト
タ

ン
屋
根
に
代
わ
り
、
火
事
が
大
幅
に
減
っ
て
き
て
い
る
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

�

（
上
町
集
落
協
力
員
）

　

中
町
は
文
字
通
り
、
宿
７
町
の
中
心
に
あ
り
、
昔
は
繁

栄
し
た
集
落
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
元
禄
14
年

（
１
７
０
１
年
）
に
宿
場
町
と
な
り
、
物
資
流
通
の
拠
点

と
な
っ
て
か
ら
は
、
中
町
に
集
中
し
て
い
る
土
蔵
群
で
も

そ
の
繁
栄
が
分
か
る
。

　

昭
和
20
年
か
ら
30
年
代
は
、
人
口
も
多
く
賑
や
か
だ
っ

た
。
中
町
地
内
に
は
旅
館
が
４
軒
、
中
に
は
木
造
３
階
建

も
あ
り
、
映
画
館
、
八
百
屋
、
酒
屋
、
駄
菓
子
屋
、
時
計

屋
、
散
髪
屋
が
あ
り
、
夜
遅
く
ま
で
道
を
歩
く
人
の
下
駄

の
音
が
響
い
て
い
た
。

　

子
ど
も
の
数
も
多
く
、
毎
年
８
月
の
終
り
の
地
蔵
盆
で

は
、男
子
は
正
栄
寺
、女
子
は
西
方
寺
の
お
地
蔵
様
を
祭
っ

て
い
た
。
現
在
は
、
人
の
数
も
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
が

い
な
い
の
で
地
蔵
盆
は
公
民
館
主
催
で
行
っ
て
い
る
。

　

中
町
に
数
々
あ
っ
た
お
店
等
も
今
は
な
く
、
少
な
い
人

数
で
静
か
で
穏
や
か
に
な
っ
た
が
、
昔
も
今
も
そ
れ
な
り

に
、
中
町
は
良
い
町
だ
。

�

（
中
町
集
落
協
力
員
）

～
若
桜
の
集
落
史
～

町
誌
編
さ
ん
執
筆
協
力
員
よ
り
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お
知
ら
せ

鳥
取
公
証
役
場
　
休
日
相
談
会

【
日　
時
】
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　　
　
※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
完
全
予
約

制
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

【
場　
所
】�

鳥
取
公
証
役
場

　
　
　　
　
（
鳥
取
市
富
安
二
丁
目
１
５
９
番
地
久
本
ビ
ル
５
階
）

【
内　
容
】�

遺
言
、離
婚
給
付（
養
育
費・慰
謝
料
）契
約
、

任
意
後
見
契
約
等
の
相
談

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
（
横
断
待
ち
）
し
て
い
る
時
は
、

必
ず
一
時
停
止
を
し
、
車
の
運
転
手
は
、
そ
の
歩
行
者

の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
横
断
歩
道
付
近
に
歩
行
者
等
が
い
る
時
は
、
い
つ
で

も
停
止
で
き
る
速
度
で
走
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
歩
行
者
、
自
転
車
が
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

を
除
き
ま
す
。）

　
こ
れ
に
違
反
す
る
と
、「
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
違

反
」
に
な
り
反
則
金
と
違
反
点
２
点
と
な
り
ま
す
。

（
参
考
ま
で
に
）

　
道
路
上
に
白
線
で
ひ
し
形
が
あ
る
所
は
、
こ
の
先
に

横
断
歩
道
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
道
路
標
示
で
す
の

で
、
運
転
手
は
減
速
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
目　
　
的
】

　
職
場
で
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

①
テ
ー
マ
：�

仕
事
に
活
か
せ
る 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
基
礎
編
）

　
内　
容
：�

自
分
の
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法

　
　
　
　
　

�

相
手
を
尊
重
し
気
持
ち
や
要
求

を
対
等
に
伝
え
る
方
法

　
日　
時
：
９
月
20
日
（
火
）

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

相　
　

談

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
時
】
①
９
月
10
日
（
土
）
10
時
～
15
時

　
　
　
　　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　
　　
②
10
月
２
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　
　
　
　　
　
※
要
予
約

【
場　
所
】
①
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　　
②
鳥
取
市
立
気
高
図
書
館　
２
階
会
議
室

【
内　
容
】
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用

　
　
　
　　
許
認
可
申
請
、
契
約
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
時
】
９
月
14
日
（
水
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　　
※
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、

そ
の
他
（
日
本
人
の
相
談
も
可
）

電
話
無
料
相
談
（
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
）

【
日　
時
】
10
月
３
日
（
月
）
10
時
～
15
時

【
受　
付
】
☎
０
８
５
７（
26
）１
５
３
２

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署

　
☎（
72
）０
１
１
０

　

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

②
テ
ー
マ
：�

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す

る
職
場
づ
く
り
（
実
践
編
） 

　
内　
容
：�

言
い
た
い
こ
と
を
我
慢
せ
ず
に
伝
え
る
に

は
？

　
　
　
　
　

�

自
分
の
気
持
ち
を
そ
の
場
に
あ
っ
た
適
切

な
方
法
で
伝
え
る
練
習
を
し
よ
う
！

　
日　
時
：
10
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

【
講　
　
師
】

　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
生
涯
学
習
開
発
財
団
認
定
マ
ス
タ
ー
コ
ー
チ

　
笠か
さ
木ぎ

理り

恵え　
氏

【
会　
　
場
】

　
鳥
取
市
人
権
交
流
プ
ラ
ザ　
２
階
研
修
室

　
（
鳥
取
市
幸
町
１
５
１
）

【
対
象
者
】

　
管
理
者
、
労
働
者
、
求
職
者
、
一
般
の
方
な
ど
で
興

味
が
あ
る
人

※�
求
職
活
動
中
の
方
は
証
明
書
を
準
備
し
ま
す
の
で
、

申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
定　
　
員
】

　
各
回
30
名　
※
要
申
込
み
、
完
全
予
約
制

【
参
加
料
】
無
料

【
そ
の
他
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
り

中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所 
み
な
く
る
鳥
取

　
（
平
日
９
時
～
17
時
30
分
）

　
☎
０
８
５
７（
25
）３
０
０
０

　

０
８
５
７（
25
）３
０
０
１
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
公
証
役
場

　
☎
０
８
５
７（
24
）３
０
３
０

催　
　

し

麒
麟
獅
子
舞
巡
回
展

　

麒
麟
獅
子
舞
の
麒
麟
と

は
、
中
国
の
想
像
上
の
動
物

で
、
古
来
よ
り
、
他
の
生
き

物
を
傷
つ
け
な
い
泰
平
の
象

徴
と
さ
れ
た
霊
獣
で
す
。「
因

幡
・
但
馬
の
麒
麟
獅
子
舞
」

は
、
令
和
2
年
3
月
16
日
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
１
／
５
サ
イ

ズ
の
麒
麟
獅
子
の
レ
プ
リ

カ
や
麒
麟
獅
子
舞
関
連
の
民
工
芸
品
、
剪
画
、
用
具
一

式
な
ど
麒
麟
獅
子
に
関
連
す
る
品
々
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
日
本
遺
産
で
あ
る
麒
麟
獅
子
舞
の
魅

力
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
会　
場
】
若
桜
郷
土
文
化
の
里　
た
く
み
の
館
（
入
場
無
料
）

【
期　
間
】令
和
4
年
8
月
27
日（
土
）～
9
月
25
日（
日
）

　
　
　
　　
9
時
～
17
時

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

【有料広告の掲載に関するお問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231 IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告

※�
各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

〈
9
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
※
臨
時
休
館
日　

�

９
月
３
日（
土
）保
守
点
検
の
為
臨

時
休
館
致
し
ま
す

　
　
参
加
申
込　

�

９
月
1
日（
木
）よ
り
受
付（
先
着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

健康布ぞうり ９月９日（金）
10：00～15：00 ８人 100円

キメコミアート ９月14日（水）
10：00～12：00 ８人 無料

新聞ちぎり絵 ９月16日（金）
10：00～12：00 ８人 無料

マイバッグ
（パッチワー
クトート）

９月28日（水）
10：00～15：00 ５人 200円

木工
オーナメント
５種

９月30日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

戸
窓
口

籍 の

※
８
月
８
日
届
出
分
ま
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

須　

澄　

川
戸　

絢け
ん

太た

ち
ゃ
ん

�

孝
彰
さ
ん
・
美
友
貴
さ
ん
の
男
の
子

農
人
町　

西
浦　

羽ひ
な
た叶

ち
ゃ
ん

�

達
也
さ
ん
・
菜
穂
子
さ
ん
の
女
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

上　

町　

川
戸　

富
士
雄
さ
ん�

91
歳

新　

町　

大
石　

茂
子
さ
ん�

78
歳

栃　

原　

谷
口　

弘
通
さ
ん�

88
歳

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
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発
行
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令
和
４
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月
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日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,285世帯（－1）
2,881（－4）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和4年8月１日現在）

男：１，376（－1）
女：１，505（－3）

世帯
人口

2022年
9 月号

税金・保険料

・町税等の納付は便利な口座振替で！
・新型コロナウイルス感染症の影響等に

より収入が減少し、町税等の納付が困
難な方は、支払いの猶予や減免などに
ついてご相談をお受けします。 

お問い合わせ
税務課　☎82-2234　IP☎９-82-2234

　大学を卒業して約10年、
若桜の自然が大好きで、結
婚しても若桜に定住するこ
とに決めてマイホームを購
入しました。暑い日でも涼し
さを感じて、空気も澄んで
いてとても心が落ち着きま
す。　

（津崎　聖基さん）

みんなのフォトリレー
 第18回
みんなのフォトリレー
 第18回

氷ノ山を流れる小川氷ノ山を流れる小川

山の日サウナイベント山の日サウナイベント
in WAKASA-HYOUNOSENin WAKASA-HYOUNOSEN

日　付 行事名 時　間 場　所

9 / 1（木） 法律相談 13：30～16：00 ドリーミー
9 / 5（月） 特定・各種がん検診 8：30～10：00受付 保健センター
9 / 6（火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
9 / 8（木） 障がい者相談 9：30～12：00 ドリーミー
9 / 9（金） 池田がんばる教室 13：30～14：30 若桜町公民館池田分館

9/13（火）
消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
人権相談 9：00～11：30 ドリーミー
行政相談 9：00～11：00 ドリーミー

9/20（火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー
9/25（日） 若桜町民大運動会（中止） 9：00～12：00 ふれあい広場
9/27（火） 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

9/30（金）
わかさ健康測定会 10：00～11：00 保健センター
わかさがんばる教室 13：00～14：30 保健センター

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

※新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽予定が変更になる場合があります。
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